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自分の番 いのちのバトン     

自分の番 命のバトン 

父と母で二人 父と母の両親で四人 そのまた両親で八人 こうしてかぞえてゆくと 

十代前で千二十四人 二十代前では～？ なんと百万人をこすんです 過去無量の 

命のバトンを受けついで いまここに 自分の番を生きている それが あなたの 

いのちです それがわたしの いのちです            みつを  

相田みつを「にんげんだもの」文化出版局  

↑ 中日新聞2017年10月17日夕刊 

でんでんむしのかなしみ  作：新美南吉 出:大日本図書 

ある日、そのでんでん虫は、大変なことに気づきました 

「わたしは今までうっかりしていたけれど、わたしの背中の殻の中には悲しみ

がいっぱい詰まっているではないか」この悲しみはどうしたらよいのでしょう。 

 でんでん虫は、お友達のでんでん虫の所へやっていきました。 

「わたしはもう,生きていられません」と、そのでんでん虫はお友達に言いまし

た。｢何ですか｣とお友達のでんでん虫は聞きました。 

「わたしは何と言う不幸せなものでしょう。わたしの背中の殻の中には、悲し

みがいっぱい詰まっているのです」と、はじめのでんでん虫が話しました。する

と、お友達のでんでん虫は言いました。｢あなたばかりではありません。わたし

の背中にも悲しみはいっぱいです｣ 

 それじゃ仕方ないと思って、はじめのでんでん虫は、別のお友達の所へ行き

ました。するとそのお友達も言いました。「あなたばかりじゃありません。わた

しの背中にも悲しみはいっぱいです」 

 そこで、はじめのでんでん虫は、また別のお友達の所へ行きました。 

こうして、お友達を順々に訪ねて行きましたが、どのお友達も、同じことを言う

のでありました。 

 とうとう、はじめのでんでん虫は気づきました。 

「悲しみは、誰でも持っているのだ。わたしばかりではないのだ。わたしは、わ

たしの悲しみをこらえて行かなきゃならない」そして、このでんでん虫はもう、

嘆くのをやめたのであります。 

  

 



                                                                         

 


